
平成３１年度予算案をチェック！

会　計　別　予　算　額

一　般　会　計 149億 9,219 万円

特
別
会
計

国民健康保険 36億 628万円

漁業集落排水 3,460 万円

農業集落排水 4,762 万円

港湾施設管理受託 6,552 万円

土地造成 2億 9,333 万円

介護保険 27億 5,347 万円

後期高齢者 4億 7,842 万円

小　　計 72億 7,924 万円

企
業
会
計

水道事業 7億 7,817 万円

工業用水道事業 10億 2,054 万円

公共下水道事業 15億 4,803 万円

小　　計 33億 4,674 万円

総　　合　　計 256億 1,817 万円

予 算 特 別 委 員 会

　３月定例会において提案された、平

成 31年度各会計予算は、４日間（３月

11日、13日～ 15日）にわたり予算特

別委員会において慎重に審査した結果、

総額　256 億 1,817 万円（企業会計を

含む）を可決しました。

　平成 31年度の主要事業（５ページ）

と、審査における質疑及び答弁の一部

（６～８ページ）をご紹介します。

議
会
を

�

傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　
市
議
会
で
は
予
算
や
条
例
を
は
じ
め
行
政
に
対
す
る

一
般
質
問
な
ど
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

審
議
を
し
て
い
ま
す
。

　
本
会
議
、
委
員
会
と
も
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、
議
会

が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
て
い
る
か
傍
聴
し
て
み
ま
せ

ん
か
。６

月
議
会
日
程（
予
定
）

　
本　
会　
議�

６
月
４
日
（
火
）

　
　
　
〃　
　
（
予
備
日
）�

６
月
５
日
（
水
）

　
常
任
委
員
会�

６
月
６
日
（
木
）

　
　
　
〃　

�

６
月
７
日
（
金
）

　
特
別
委
員
会�

６
月
７
日
（
金
）

　
本　
会　
議�

６
月
17
日
（
月
）
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主要事業の一部

大竹駅
周辺整備事業

　平成 31 年度は自由通路や橋上駅及び東西
広場の工事に必要な実施設計や関連する鉄道
施設の支障物件移設工事、西口広場の一部改
良工事を行います。また事業に必要な用地取
得や物件補償などを行います。

消防力強化事業
（大型化学消防ポンプ
　　  自動車整備事業）
　消防力強化のため、大型化学消防ポンプ自
動車を整備します。
　この消防車は安全性確保のため車両上部に電動
放水銃を装備し、遠隔で放水をコントロールします。

市立保育所等整備事業
　市役所本庁舎駐車場に公立保育所と子育て
支援関連施設を整備します。
　平成 31年度は設計業務を行います。

晴海臨海公園
整備事業

　平成 31 年度は、シーサイドゾーンの盛土
整地工事を実施するとともに、南北を結ぶ幹
線園路や展望施設、デイキャンプが楽しめる
海辺の広場を整備します。

本庁舎耐震改修事業
　築後約 40 年が経過し、耐震性に問題をか
かえる本庁舎に防災拠点としての機能を確保
するために、耐震補強等の改修を行います。
改修工事は、平成 30年度から平成 32年度に
かけて行う予定です。

大竹会館改築等事業
　耐震性に問題ある老朽化した旧館と新館（エ
スポワール）を解体し、新築棟を増築します。
改築工事に併せて、アゼリアホールも一部改
修し、公共施設の規模適正化及び防災機能の
強化、利用者の利便性の向上を図ります。平
成 31・32年度に工事予定です。

7億7,966万円

9,716万円

712万円

2億3,848万円

4億72万円

1億9,300万円

イメージ図です

イメージ図です

整備予定地

晴海臨海公園整備予定地

イメージ図です
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予
算
特
別
委
員
会
で
の

　
　
質
疑
・
答
弁
の
一
部

　
●
保
育
所
等
整
備
事
業
に
つ
い
て

　
　
市
立
保
育
所
等
整
備
事
業
の
進
捗
状

況
等
を
問
う
。

　
　
平
成
31
年
１
月
に
設
計
業
務
の
入
札

を
行
い
、
業
者
が
決
定
し
た
。
現
在
は
、

打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、建
物
の
配
置
、ゾ
ー

ニ
ン
グ
な
ど
を
検
討
中
で
あ
る
。
基
本
設

計
は
平
成
31
年
７
月
中
に
、
実
施
設
計
は

平
成
32
年
７
月
に
完
了
予
定
で
あ
る
。

　
●
可
燃
ご
み
処
理
の

　
　
広
域
化
に
伴
う
ご
み
袋
に
つ
い
て

　
　
平
成
31
年
４
月
か
ら
廿
日
市
市
で
可

燃
ご
み
を
処
理
す
る
が
、
現
在
使
用
し
て

い
る
ご
み
袋
は
引
き
続
き
使
用
で
き
る
の

か
。ま
た
、価
格
は
据
え
置
き
な
の
か
問
う
。

　
　
廿
日
市
市
の
焼
却
施
設
で
処
理
す
る

可
燃
ご
み
は
、
両
市
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取

り
扱
い
に
基
づ
き
指
定
す
る
ご
み
袋
に
封

入
し
て
搬
入
す
る
こ
と
と
な
る
。
従
っ
て
、

現
在
市
が
使
用
し
て
い
る
指
定
ご
み
袋
の

規
格
、
価
格
に
つ
い
て
変
更
は
な
い
。

　
●
マ
ロ
ン
の
里
交
流
館
か
ら

　
　
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
の
出
荷
に
つ
い
て

　
　
マ
ロ
ン
の
里
交
流
館
か
ら
の
学
校
給

食
用
へ
の
農
作
物
の
入
荷
が
増
加
し
て
い

る
。
状
況
を
問
う
。

　
　

給
食
セ
ン
タ
ー
へ
の
出
荷
は
、
現
在

30
品
目
以
上
に
増
え
、
キ
ロ
数
増
加
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
出
荷
者
は
、

個
人
、
わ
く
わ
く
フ
ァ
ー
ム
、
農
事
研
究

会
の
方
と
増
え
て
お
り
、
20
名
か
ら
40
名

程
度
、
ま
た
、
マ
ロ
ン
の
里
交
流
館
の
売

上
は
、
昨
年
度
は
60
万
円
と
聞
い
て
い
る
。

少
額
で
は
あ
る
が
、
自
分
の
作
っ
た
野
菜

を
孫
が
学
校
給
食
で
食
べ
て
い
る
等
、
出

荷
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り
、
農
地

維
持
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
●
中
小
企
業
人
材
育
成
事
業

　
　
　
　
　
　
助
成
金
な
ど
に
つ
い
て

　
　
中
小
企
業
人
材
育
成
事
業
助
成
金
及

び
商
業
者
連
携
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
等
助
成

金
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
中
小
企
業
人
材
育
成
事
業
に
つ
い
て

は
、
平
成
29
年
度
42
講
習
で
、
受
講
者
は
、

平
成
29
年
度
48
名
、
平
成
30
年
度
は
１
月

末
時
点
で
14
名
と
な
っ
て
い
る
。
中
小
企

業
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
取
り
組
み
の

一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
積
極
的
に

事
業
の
Ｐ
Ｒ
を
し
、
企
業
の
要
望
等
を
ヒ

ア
リ
ン
グ
し
な
が
ら
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

　
商
店
活
性
化
の
商
業
者
連
携
チ
ャ
レ
ン

ジ
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
度
は
申

請
の
あ
っ
た
３
つ
の
事
業
を
採
択
し
て
い

る
。
現
在
、
実
施
中
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

新
規
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
に
向
け
取

り
組
ん
で
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
●
市
道
大
迫
・
谷
尻
線
の

　
　
　
　
　
　
　
補
修
工
事
に
つ
い
て

　
　
西
日
本
豪
雨
災
害
の
影
響
に
よ
り
、

市
道
大
迫
・
谷
尻
線
の
谷
和
か
ら
谷
和
口

に
向
か
う
箇
所
が
現
在
も
通
行
止
め
と

な
っ
て
い
る
。
補
修
工
事
の
進
捗
状
況
及

び
工
事
完
了
時
期
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
谷
和
か
ら
谷
尻
へ
向
か
う
通
行
止
め

の
箇
所
に
つ
い
て
、
災
害
の
補
助
金
を
受

け
工
事
を
行
う
。
災
害
査
定
を
平
成
30
年

10
月
上
旬
に
受
け
、
11
、
12
月
に
入
札
を

行
っ
た
が
不
調
と
な
っ
た
。
主
な
原
因
は
、

災
害
に
よ
る
技
術
者
不
足
と
聞
い
て
い
る
。

平
成
30
年
12
月
定
例
会
に
お
い
て
、
繰
り

越
し
手
続
き
を
と
り
、
国
に
対
し
、
年
度

を
ま
た
い
で
も
工
事
が
発
注
で
き
る
よ
う

手
続
き
し
た
。
平
成
31
年
２
月
に
再
入
札

し
、
業
者
が
決
定
し
た
。
現
在
工
事
の
準

備
作
業
を
行
っ
て
お
り
、
３
月
下
旬
か
ら

４
月
上
旬
に
工
事
開
始
、
６
月
上
旬
に
補

修
完
了
を
予
定
し
て
い
る
。

　
●
災
害
時
の
住
民
へ
の

　
　
　
　
　
　
情
報
伝
達
に
つ
い
て

　
　
災
害
の
種
類
に
よ
り
、
防
災
行
政
無

線
は
聞
こ
え
に
く
い
。
住
民
へ
の
情
報
の

伝
達
に
つ
い
て
考
え
を
問
う
。

　
　

窓
を
閉
め
切
る
よ
う
な
大
雨
時
に
は
、

防
災
行
政
無
線
は
聞
こ
え
に
く
い
た
め
、

防
災
メ
ー
ル
を
受
信
で
き
る
よ
う
登
録
を

勧
め
て
い
る
。
ま
た
、
土
砂
災
害
特
別
警

戒
区
域
に
居
住
す
る
世
帯
で
、
他
の
防
災

情
報
伝
達
手
段
か
ら
の
情
報
入
手
が
困
難

な
場
合
は
、戸
別
受
信
機
を
貸
与
し
て
い
る
。

ＡＡ

Ａ

Ａ

Ａ Ａ

ＱＱ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

はつかいちエネルギークリーンセンター
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●
奨
学
金
返
還
免
除
制
度
に
つ
い
て

　
　
奨
学
金
返
還
免
除
制
度
の
周
知
方
法

に
つ
い
て
問
う
。

　
　

制
度
に
つ
い
て
３
月
の
市
広
報
や

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
利
用
し
周
知
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
募
集
案
内
を
市
内
中
学

３
年
生
や
大
竹
市
出
身
者
の
通
う
公
立
高

校
や
私
立
高
校
に
配
布
し
て
い
る
。
受
験

雑
誌
に
も
市
の
奨
学
金
制
度
を
掲
載
し
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
募
集
要
項
等
を

掲
載
し
て
い
る
。

　
●
法
人
税
と
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

　
　
平
成
31
年
度
の
市
税
に
お
い
て
、
法

人
税
と
固
定
資
産
税
が
減
収
と
な
っ
て
い

る
。
平
成
31
年
に
入
り
、
企
業
業
績
の
下

方
修
正
な
ど
を
聞
く
が
、
状
況
等
に
つ
い

て
問
う
。

　
　
毎
年
11
月
に
市
内
大
手
企
業
に
経
営

状
況
や
次
年
度
の
設
備
投
資
に
つ
い
て
調

査
し
て
い
る
。
減
収
は
、
企
業
に
お
け
る

法
人
税
割
が
下
が
る
こ
と
が
主
な
要
因
で

あ
る
が
、
燃
料
や
原
材
料
費
の
高
騰
に
よ

る
課
税
所
得
の
減
少
も
要
因
で
あ
る
。
固

定
資
産
税
に
つ
い
て
は
主
に
、
償
却
資
産

が
関
係
す
る
が
、
企
業
の
景
気
動
向
、
経

営
戦
略
、
設
備
投
資
等
に
よ
り
増
収
も
あ

る
と
考
え
る
が
、
現
時
点
に
お
い
て
は
、

減
価
償
却
を
上
回
る
設
備
投
資
に
よ
る
増

収
は
見
込
め
な
い
と
想
定
し
て
い
る
。

　
●
財
政
推
計
表
の
活
用
に
つ
い
て

　
　
財
政
推
計
表
の
庁
内
等
で
の
活
用
方

法
に
つ
い
て
問
う
。

　
　

予
算
編
成
に
際
し
て
は
、
予
算
編
成

方
針
に
基
づ
き
各
部
署
が
予
算
要
求
を
行

う
が
、
そ
の
方
針
を
定
め
る
に
あ
た
り
、

将
来
の
財
政
見
通
し
を
立
て
る
際
に
活
用

し
て
い
る
。
ま
た
、
継
続
的
に
作
成
す
る

こ
と
で
、
市
全
体
を
広
い
視
野
で
見
ら
れ

る
よ
う
な
職
員
を
育
て
て
い
く
と
い
う
深

い
意
味
も
あ
る
。

　
●
後
発
医
薬
品

　
　
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
）に
つ
い
て

　
　
後
発
医
薬
品
差
額
通
知
等
作
成
委
託

料
の
内
容
、
実
績
等
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
先
発
医
薬
品
を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
に
切
り
替
え
た
場
合
に
、
医
療
費
の
削

減
効
果
が
見
込
ま
れ
る
方
に
差
額
を
通
知

す
る
も
の
で
あ
り
、
国
保
連
合
会
に
委
託

し
て
い
る
。
削
減
効
果
が
大
き
く
見
込
ま

れ
る
方
か
ら
、
順
次
発
送
し
て
い
る
。

　

実
績
は
、
平
成
30
年
８
月
診
療
分
の

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
率
は
６
８
．

２
２
％
、
削
減
効
果
額
は
約
３
９
０
万
円

で
、
平
成
29
年
度
の
削
減
効
果
額
は
年
間

３
９
４
４
万
５
千
円
で
あ
っ
た
。

　
●
土
地
造
成
特
別
会
計
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
起
債
に
つ
い
て

　
　
土
地
造
成
特
別
会
計
は
、
起
債
の
償

還
の
た
め
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

を
し
て
い
る
が
、
完
済
の
目
途
に
つ
い
て

問
う
。

　
　
起
債
に
係
る
金
融
機
関
か
ら
の
借
り

入
れ
の
期
間
は
、
平
成
47
年
度
ま
で
の
契

約
と
な
っ
て
い
る
。
返
済
ス
キ
ー
ム
上
で

は
、
土
地
造
成
特
別
会
計
で
保
有
す
る
土

地
の
売
却
な
ど
に
よ
り
、
繰
り
上
げ
償
還

を
す
る
こ
と
で
、
平
成
43
年
度
に
完
済
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
●
上
水
道
の
年
次
計
画
な
ど
に
つ
い
て

　
　
上
水
道
に
つ
い
て
、
施
設
更
新
の
年

次
計
画
や
事
業
計
画
は
あ
る
の
か
問
う
。

　
　

市
内
の
上
水
道
の
管
路
延
長
約

２
０
２
㎞
の
39
％
に
あ
た
る
79
㎞
の
管
が
、

法
定
耐
用
年
数
40
年
を
経
過
し
て
い
る
が
、

水
道
管
は
管
の
種
類
や
敷
設
状
況
に
よ
っ

て
劣
化
状
況
が
変
わ
っ
て
く
る
た
め
、
管

の
種
類
ご
と
に
更
新
計
画
を
策
定
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
実
耐
用
年
数
に
よ
る

現
時
点
で
老
朽
化
し
て
い
る
管
の
対
象
は

延
長
54
㎞
、
27
％
と
な
っ
て
お
り
、
今
後

何
年
か
け
て
更
新
し
て
い
く
の
か
検
討
中

で
あ
る
。

　
●
小
島
汚
水
中
継
ポ
ン
プ
場
の

　
　
　
　
　
　
　
施
設
更
新
に
つ
い
て

　
　
小
島
汚
水
中
継
ポ
ン
プ
場
（
合
流
）

機
械
電
気
設
備
改
築
更
新
工
事
は
、
新
町

雨
水
排
水
ポ
ン
プ
場
の
排
水
区
域
等
に
影

響
が
あ
る
設
備
更
新
だ
と
思
う
が
、
合
流

管
の
排
水
能
力
や
処
理
能
力
が
上
が
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
全
体
の
排
水
能
力
に
寄
与

す
る
も
の
で
あ
る
か
問
う
。

　
　
小
島
汚
水
中
継
ポ
ン
プ
場
の
合
流
管

渠
と
新
町
雨
水
排
水
ポ
ン
プ
場
の
排
水
路

は
直
接
繋
が
っ
て
い
な
い
た
め
、
小
島
汚

水
中
継
ポ
ン
プ
場
の
施
設
を
更
新
し
て
も
、

新
町
雨
水
排
水
ポ
ン
プ
場
の
排
水
区
域
の

雨
水
排
水
が
良
好
に
な
る
と
い
う
も
の
で

は
な
い
。

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

Ａ

ＱＱ

ＱＱ

ＱＱ

Ｑ
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※
委
員
会
で
採
決
の
結
果
、

　
　
　
全
会
計
と
も
原
案
の
と
お
り
可
決

～
委
員
会
で
の
討
論
～

【
反
対
討
論
】

〇「
す
べ
て
の
分
野
で
反
対
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
が
、
自
衛
隊
の
募
集

業
務
に
市
が
積
極
的
に
協
力
す
る
こ

と
、
消
費
税
の
税
額
を
上
げ
る
こ
と

に
伴
う
条
例
改
正
等
考
え
合
わ
せ
る

と
反
対
で
あ
る
」

〇「
国
民
健
康
保
険
の
運
営
に
つ
い

は
県
が
広
域
化
を
進
め
、
市
議
会
の

声
が
あ
ま
り
反
映
で
き
な
く
な
っ
た
。

平
成
31
年
度
も
値
上
げ
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。
子
育
て
し
や
す
い
環
境
を

作
り
出
す
べ
き
」

【
賛
成
討
論
】

〇「
お
お
む
ね
第
５
次
総
合
計
画
の

目
標
達
成
に
向
け
、
積
み
上
げ
た
予

算
で
あ
る
と
確
認
で
き
た
。
し
か
し
、

防
災
情
報
伝
達
強
化
事
業
に
つ
い
て

説
明
責
任
を
果
た
し
、
事
業
を
進
め

る
よ
う
意
見
を
付
す
る
」

〇「
広
域
化
が
実
施
さ
れ
二
年
目
の
予

算
で
あ
る
。
市
と
し
て
で
き
る
こ
と
、

事
業
を
し
っ
か
り
と
今
ま
で
以
上
に

市
の
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と

い
っ
た
予
算
組
み
に
な
っ
て
い
る
」

～
本
会
議
で
の
討
論
～

【
反
対
討
論
】　

〇「
防
災
・
減
災
対
策
で
は
、
豪
雨

の
度
に
住
宅
が
浸
水
す
る
な
ど
緊
急

に
解
決
す
べ
き
問
題
で
あ
る
。
新
町

雨
水
排
水
ポ
ン
プ
場
の
着
工
は
、
市

民
の
暮
ら
し
、
命
に
か
か
わ
る
問
題

で
あ
る
」

〇「
土
地
造
成
特
別
会
計
は
、
市
民

の
犠
牲
に
よ
っ
て
多
額
の
返
済
が
行

わ
れ
て
き
た
。
今
後
の
償
還
計
画
も
、

予
定
ど
お
り
進
む
か
疑
問
で
あ
る
。

今
後
も
、
市
民
の
負
担
が
想
定
さ
れ

る
こ
と
か
ら
反
対
」

○「
土
地
造
成
特
別
会
計
は
市
民
に

負
担
を
か
け
な
い
と
い
う
約
束
が
守

ら
れ
て
い
な
い
。
一
般
会
計
か
ら
繰

入
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
分
福
祉
の
向

上
に
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
た
め

反
対
で
あ
る
」

【
賛
成
討
論
】

○「
限
ら
れ
た
予
算
で
取
り
組
ん
で

い
る
。
今
後
、
大
竹
駅
周
辺
整
備
事

業
や
大
竹
会
館
改
修
等
事
業
な
ど
大

き
な
事
業
が
始
ま
る
。
着
実
に
事
業

を
進
め
て
ほ
し
い
」

〇「
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ

い
て
、
広
域
化
に
つ
い
て
県
全
体
で

協
議
を
進
め
、
よ
り
良
い
も
の
に
し

て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
な
る
後

発
医
薬
品
の
推
進
な
ど
、
医
療
費
の

抑
制
に
努
め
て
ほ
し
い
」

〇「
土
地
造
成
特
別
会
計
は
、
平
準

化
し
た
ス
キ
ー
ム
に
沿
っ
て
返
還
し

て
い
る
。
土
地
売
却
や
、
貸
付
で
き

る
土
地
は
貸
付
し
て
で
も
、
繰
上
償

還
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
と
の
こ
と

で
努
力
し
て
ほ
し
い
」

予 

算 

特 

別 

委 

員

委 

員 

長　
　
西　
村　
一　
啓

副
委
員
長　
　
田　
中　
実　
穂

委　
　
員　
　
末　
広　
和　
基

和　
田　
芳　
弘

寺　
岡　
公　
章

細　
川　
雅　
子

山　
本　
孝　
三

本
会
議
で
採
決
の
結
果

　
全
会
計
と
も
原
案
の
と
お
り
可
決

本会議へ

市議会だより　2019（令和元年）.58


